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本日の流れ

• インド学仏教学とは？

• 研究の進め方（博士論文のちら見せ）

• 仏教学の魅力と意義



仏教学とは？

仏教 2600年前にインドで始まった宗教

《三宝》

仏 開祖：釈迦牟尼

法 教義：大蔵経、パーリ三蔵など多数

僧団 教団：出家と在家からなるサンガ（僧伽）

仏教学 仏教とは何か？を知るための学問

・仏教徒のための聖典解釈・教義の確立

・知的好奇心に基づく研究



2つの仏教学

• 仏教徒のための聖典解釈・教義の確立

インド…中観，唯識，如来蔵思想などの論書制作

中国 …教相判釈

日本 …各宗派の教義研究 ※宗学研究

• 知的好奇心に基づく研究

– 18世紀にイギリスで始まった学問 ※インド学



イギリスで始まったインド学

18世紀、イギリスがインドを植民地として支配

サンスクリットの発見 ラテン語・ギリシャ語と類似

→比較文献学

→言語学の誕生 （ヨーロッパ言語の起源を探る学問）

→インド学の誕生

（ヴェーダ研究、仏教研究、ジャイナ教研究など）

→インド学仏教学の確立

文明開化と共に日本にも、もたらされる



現在の仏教学

• 思想・文献研究 仏教文献の解釈など
＊仏典

• 歴史研究 仏教の伝承過程の解明など
＊歴史書

• 図像研究 仏教図像、遺跡等の研究
＊仏像・仏画

• フィールドワーク 現在の仏教信仰の研究
＊現地調査



思想・文献研究の仏教学

• インド仏教

＊サンスクリットやパーリ語原典・漢訳・チベット語訳など

• チベット仏教
＊チベット大蔵経、蔵外文献、歴史書など

• 中国仏教
＊漢訳大蔵経、蔵外文献、歴史書など

• 日本仏教
＊漢訳大蔵経、宗祖の著作など
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インド学研究の手法

• 文献を決める → 『阿閦仏国経』

• 原典を集める → インド原典 未発見

• 翻訳経典を集める→ 漢訳２種類

チベット語訳1種類

• 主たる資料を決める→ チベット語訳

• 主たる資料の版本写本を集める→ 11本

• テキスト校訂作業→ 11本の版本写本の比較



← ナルタン版

ロンドン写本 ↓



校訂・和訳・内容研究

• 11種類の中から底本を決める

• 校訂の方針を決める

• 入力作業

• 異読(variant)から系統図を作る

• 漢訳と比較しながら和訳作業

• 用語など脚注を作る

• 内容研究
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第 1 章	  解題	   17 

24 ある比丘の言葉 752a05 102a27 3b5 3b2 3b7 4a6 5b2 5b7 5a6 5a5 8a5 

25 ある比丘の発心の誓い 752a06 102a28 3b6 3b3 3b8 4a7 5b3 5b7 5a7 5a6 8a6 

26 
一切衆生に対して怒り・瞋恚・動揺を生

じない 《比丘誓願 1》 
752a08 102a29 3b7 3b4 4a1 4a8 5b6 6a1 5b1 5a7 8b1 

27 
常に一切知者の心を離れない 

《比丘誓願 2》 
    4a3 3b6 4a5 4b4 6a3 6a5 5b5 5b3 8b6 

28 
声聞・独覚の心を生じない 

《比丘誓願 3》 
752a11 102b03 4a7 4a2 4a8 4b7 6b1 6a8 6a2 5b7 9a4 

29 愛欲の心を生じない 《比丘誓願 4》 752a11 102b05 4b2 4a4 4b3 5a3 6b5 6b3 6a5 6a3 9b1 

30 
貪欲・瞋恚・痴・加害・睡眠・昏沈・悔

恨・放逸の心を生じない 《比丘誓願 5》 

752a12 102b07 
4b5 4a7 4b6 5a6 7a1 6b7 6b2 6a6 9b5 

752a19 102b11 

31 疑惑の心を生じない 《比丘誓願 6》 752a13 102b08 4b3 5a2 5a2 5b2 7a6 7a3 6b6 6b3 10a3 

32 殺生の心を生じない 《比丘誓願 7》 752a15 103b10 5a5 4b5 5a5 5b5 7b3 7a6 7a2 6b6 10a7 

33 
盗み・非梵行・妄語・両舌・粗語・綺語・

貪・瞋・邪見を生じない 《比丘誓願 8》 
752a17 102b11 5a8 4b7 5a8 5b8 7b7 7b1 7a6 7a2 10b3 

34 「アクショーブヤ」という名前の由来 752a29 102b12 5b5 5a4 5b4 6a4 8a6 7b6 7b4 7a7 10b8 

35 マハーネートラは名前を賞賛 752b02 102b14 5a5 5b7 5b5 6a6 8b1 7b7 7b5 7a8 10*a2 

36 
四天王・インドラ・ブラフマンも名前を賞

賛 
752b05 102b14 6a2 5a7 5b8 6a8 8b4 8a2 8a1 7b3 10*a5 

37 アクショーブヤ菩薩の誓願 752b07 102b18 6a4 5b1 6a2 6b2 8b7 8a4 8a4 7b7 10*a8 

38 言った如くに行う 《菩薩誓願 1》 752b08 102b19 6a5 5b2 6a3 6b3 9a1 8a6 8a5 7b7 10*b1 

39 
仏を思念する心を伴った一切知者の心

を生じる 《菩薩誓願 2》 
752b10 102b22 6a9 5b4 6a5 6b6 9a5 8b1 8b1 8a2 10*b5 

40 再生時: 出家する 《菩薩誓願 3》 752b11 102b25 6b4 5b7 6b1 7a2 9b3 8b4 8b5 8a6 11a1 

41 再生時: 頭陀行をする 《菩薩誓願 4》 
752b11,  

b19 
102b28 6b8 6a3 6b4 7a5 9b7 8b8 9a2 8b2 11a5 

42 
再生時: 説法者・無貪なる弁才者・無量

なる弁才者になる 《菩薩誓願 5》 
752b15 102c02 7a7 6b1 7a3 7b3 10b2 9a7 9b2 9a2 11b5 

43 三威儀のみで, 臥さない 《菩薩誓願 6》 752b24 102c05 7b3 6b4 7a6 7b7 10b6 9b3 9b6 9a6 12a2 

44 

他人を根本堕落させる心・根本堕落す

る心・妻帯者となる・妄語等の不適当な

言葉・他人を中傷する心を生じない 

《菩薩誓願 7》 

752b25 102c07 7b7 6b6 7b2 8a2 11a4 9b6 10a3 9b2 12a6 



今進めている研究

• 大乗に登場する諸仏の起源について探る

文献資料とレリーフ・仏像から

• 釈尊の成道（さとりを得る）前後の姿を検討

• 成道直前：触地印・降魔印

（右手を大地につける姿）

• 成道後：禅定印

（臍下丹田で親指をつけて両手で輪をつくる姿）



サーンチー第1仏塔南の塔門



お釈迦さまの生涯

サーンチー第1仏塔東の塔門



《禅定印》 成道後 《触地印》 成道前

ウダヤギリ仏塔レリーフ



《禅定印》 成道後 《触地印》 成道前



大乗仏教の仏たち

• 東西の仏国土にいらっしゃる仏さまたち

• 東）阿閦仏：触地印・降魔印

（右手を大地につける姿）

• 西）阿弥陀仏：禅定印

（臍下丹田で親指をつけて両手で輪をつくる姿）



《禅定印》 阿弥陀仏 《触地印》 阿閦仏



《禅定印》 成道後/阿弥陀仏 《触地印》 成道前/阿閦仏

ウダヤギリ仏塔レリーフ



大乗仏教の仏たち

• 釈尊の成道前後の様子を描いたレリーフを見た

人々が、別々の仏がいると勘違いした？

触地印姿 → 阿閦仏

禅定印姿 → 阿弥陀仏

• このように発展し、大乗仏教で、新たに様々な仏
が誕生するようになった？



インド学仏教学の魅力

• 誰も明かしたことのない資料を読み解く

• 当時の求道者の思いを追体験

• 仏さまの教えを再確認



これからの仏教学

• 今までの仏教学

◎各分野ごとに孤立、棲み分け、不干渉
→情報が共有されない

◎信仰とは切り離す傾向 →社会に還元されない

• これからの仏教学

◎別分野との連携、協力 = 情報の共有

◎実際の信仰と結びつける努力 = 社会に還元

仏教徒による研究

仏教徒以外の人による研究



仏教の３つの宝

• 仏 = 法を明らかにした人、開祖、釈迦牟尼

• 法 = 真理、教理教学、経典

• 僧伽 = 法を守り継承していく集団、教団

★仏教は人から人へと伝えられてきた
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ボードガヤー 金剛宝座 （小林正典写真集『ブッダの風景』より）
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クシナガリーの涅槃堂（小林正典写真集『ブッダの風景』より）


